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多くの皆様に支えられながら、市議会議員に当選させて頂き、すでに４年目になりました。何処よりも住
みやすい出雲市を目指し、日々さまざまな課題と向き合いながら邁進しております。ふるさと出雲を明るい
未来のある町にするために、今後も市政に粉骨砕身取り組んでまいります。
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ア 企業が地方自治体に寄附した場合、寄附額の６割相当額が税額控除の特例
措置を、３割相当額が損金算入措置を受けられ、合計９割相当額が税制上の
優遇措置を受けられる。令和２年度は２件で1,050万円、令和3年度は3件で50万円、令和4年度は6件
で980万円、令和5年度は8件で1,633万円。

イ 広島市や名古屋市で開催の企業懇話会で制度説明や寄附のお願いや、寄附企業の紹介事業者に、寄附
を希望の企業の発掘や本市とのマッチング業務を委託。人材派遣型の企業版ふるさと納税は、現在実績
はないが、専門的知識やノウハウを有する企業人材の派遣を通じ、地方創生の取り組みがより一層充実
する効果が期待できるため、積極的に活用を考えたい。

答

ア 学校施設の耐震化事業は、本年度完了。今後は計画上残る、築年数の古い長浜小東校舎、学校規模に対
し狭隘な四絡小及び北陽小の屋内運動場の改築に順次取り組む。

答

ア 「企業版ふるさと納税」の年度別の寄附件数と寄附額を伺う。 
イ 「企業版ふるさと納税」と「企業版ふるさと納税（人材派遣型）」の取り組み
状況と今後の方針を伺う。 

問

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）の取り組み状況について（令和6年6月議会）

問

市内小中学校の施設整備と環境整備状況について（令和6年6月議会）

イウエ  の答えは裏面へ

ア 平成23年度に策定された出雲市学校施設整備・耐震化基本計画 と学校
施設増改築・大規模改造計画の現在の進捗状況と今後の主な予定を伺う。 

イ 市内小中学校のエアコン設置率とトイレ洋式化率の現状と今後の整備方
針を伺う。 

ウ 学校施設のバリアフリー化の現状と今後の整備方針を伺う。 
エ 災害時に避難所となる市所有の体育館の環境整備状況と今後の避難所対策を伺う。
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イ 小中学校のエアコン整備は設置率100％、特別教室が、令和５年度末で設置率66.8％。今後は特別教室
のエアコン整備を進める。トイレの洋式化率は、令和５年度末で46.4％。今後は、故障時の取り替え・増
改築事業の際に洋式トイレ化を進める。

ウ バリアフリートイレ・スロープは、屋内運動場で小学校は24校、中学校で13校設置。今後も避難所屋内運
動場を順次整備する。エレベーターは、小学校９校、中学校６校に設置。基本的には3階建て以上で増改
築時や歩行が困難な児童生徒が在籍する時に設置。

エ 市所管の体育館がある指定避難所は16施設、エアコンの設置は出雲市総合体育館のみ。市で工業用大
型扇風機100台常備し、災害協定締結の民間業者からスポットクーラーの調達体制もある。

答

　 さまざまな課題に対し、本年6月、出雲市観光戦略会議を立ち上げ、このたび新たな観光牽引組織のモデルで
あるDMO（観光地域づくり法人）について検討を始めることについて、承認をいただいた。今後観光振興の中
核を担う出雲観光協会をはじめ関係機関と調整しながら、具体的な議論を行っていく予定だ。

答

　 （DMOとは、観光庁が観光地域づくりのかじ取り役（司令塔）と位置付けて
いるもので、官民の幅広い連携によって観光地域づくりを推進する法人のこ
と）出雲市の最大の課題である宿泊を伴わない通過型の観光スタイルから
早く脱却し、観光都市への進化を目指すために、地域の多様な関係者を巻き
込みつつ、科学的アプローチを取り入れた観光地域づくりの司令塔となる法
人（仮称：DMOいずも）の設立を提案する。市の見解を伺う。

問

「DMOいずも」の設立について（令和6年9月議会）

　 国の事業では、自宅からでも監視し捕獲ができるシステムや、捕獲したことをメールで
通知するシステムなど、ICTを活用した支援を実施し、わなの見回りの省力化や効率的
な捕獲活動を可能にしている。市として本格的な導入に至っていないため、引き続き、
ICT等の新技術を活用した他の自治体の優良事例等を参考に、有害鳥獣捕獲班への
支援を検討していく考えだ。

答

　 （スマート捕獲とは、ICTやAIを使って、農作物に被害を与えるシカやイノシ
シを中心とした有害鳥獣を捕獲する取り組み）有害鳥獣の捕獲者の高齢化
や担い手不足は全国的に深刻化しており、出雲市でも同様の問題を抱えて

いる。出雲市としてもスマート捕獲について積極的に取り
組んでいく必要があると考えるが、市の見解を伺う。

問

有害鳥獣のスマート捕獲について（令和6年9月議会）

イウエ  の答え
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